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1-1. キリンの消費者志向自主宣言

 お客様のことを一番に考える3つの宣言

1. 食と健康の領域で、情熱をもって真摯にお客様に寄りそい、一緒になって幸せな未来をめざします。そし
て、技術に立脚した品質本位のものづくりを通じて、人々の健康で心豊かな生活に貢献します。

2. 安全で安心いただける商品・サービスを提供し、お客様の声を大切にして満足度の向上を図り、
信頼される企業をめざします。

3. 社会と共有できる価値の創造（CSV）という経営方針のもと、「健康」「地域社会」「環境」という3つ
の社会課題の解決に主体的に取り組むことで、お客様の幸せに貢献します。

https://www.kirinholdings.com/jp/profile/consumer/

https://www.kirinholdings.com/jp/profile/consumer/
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2-1. CSVパーパスを定めた理由

 思いと手触り そして働きがい

– 社会的責任を自覚して事業活動に取組む為に
経営理念を、今日の社会において期待される役割・存在意義に翻訳

https://consult.nikkeibp.co.jp/ccl/atcl/20210506_1/
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2-2. CSVパーパスのもとになるもの

 キリングループ マテリアリティ マトリックス（GMM）

– 社会とともに将来にわたり持続的に存続・発展するための重要テーマとして
キリングループの持続的成長のための経営諸課題を選定
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2-3. CSVパーパスのなかみ

 責任という基礎と3本の柱
– GMMから4つのCSV重点課題を選定し、社会と価値を共創し持続的に成長する為の指針を策定



© Kirin Holdings Company, Limited 6【機密性区分】（開示範囲）

2-4. CSVパーパスのアクションプラン

 CSVコミットメント

– CSVパーパスの実現に向け、事業の中で何をすればいいのか見えやすくする為、コミットメントに落し込み
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3-1. コミットメントごとの価値創造取組例

コミットメント
原料生産の持続性強化

取組
日本産HOPの支援、RA認証の取得支援

コミットメント
健康・未病領域におけるセルフケア支援

取組
プラズマ乳酸菌

コミットメント
容器包装の取組み

取組
プラスチック

コミットメント
適正飲酒啓発と

次世代へのお酒の文化継承
（Alc関連問題への対応）

取組
適正飲酒啓発やAlc表示

（原料産地におけるコミュニティの継続的な発展）

（容器包装資源の持続可能な循環）

（免疫機能の維持支援・生活習慣病の予防支援）
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3-2. 健康

 免疫ケアの推進

– 広く社会の健康に貢献 キリンの新たな事業領域の創造

iMUSEブランドを中心に、グループ内外で協働し、おいしく免疫ケアできる機会を拡大

国土強靭化基本法に基づくレジリエンスジャパン推進協議会が表
彰する制度で、3月に「第1回STOP感染症大賞」金賞受賞

レジリエンスジャパン推進協議会」主催「感染症対策新･生活習慣普及
促進研究会」に参画し、11月に研究会から、「食での免疫ケア」の重要
性を盛り込んだ「緊急提言書」を内閣総理大臣補佐官に手交

乳酸菌Ｌ.ラクティスプラズマの
デング熱様症状に対する効果を確認

乳酸菌Ｌ.ラクティスプラズマの研究

学との連携 官への働きかけ

産との協働 ＜免疫ケア機会の拡大＞

＜免疫の共同研究＞

社会的
価値

経済的
価値

＜免疫の重要性啓発＞
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3-3. 地域社会・コミュニティ

 日本産ホップの支援

– ホップ農家の高齢化と後継者不足の解決 キリンの新たなビジネスモデルの展開

①ホップ農家に対する支援 ②日本産ホップのブランド化

新規就農者の獲得、機械化効率
化省力化で安定生産量の獲得

観光コンテンツの充実
（遠野ホップ収穫祭、ビアツーリズム）

②日本産ホップの販路拡大

クラフトブルワリーへの販売

日本産ホップの維持で生産地域の活性化 日本産ホップの価値化でビール市場の魅力化

社会的
価値

経済的
価値
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環境

社会

経済

3-3. 地域社会・コミュニティ

 レインフォレストアライアンス認証の取得支援

– 紅茶農園の自立経営・安定雇用・環境保護 キリンの持続可能な調達社会的
価値

経済的
価値



© Kirin Holdings Company, Limited 11【機密性区分】（開示範囲）

3-4. 環境

 容器包装資源の持続可能な循環

– 資源循環とプラスチックごみ削減 PETボトルの持続性向上社会的
価値

経済的
価値
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3-5. 酒類メーカーとしての責任

 適性飲酒啓発と次世代へのお酒文化継承

– アルコールの有害摂取根絶 アルコール事業の基盤整備

お客様と共に歩む

従業員自ら襟を正す

適正飲酒の啓発 責任あるマーケティング

適正飲酒の理解と意識向上

グループ全体で定期的な研修の実施

社会的
価値

経済的
価値

グループ全体で定期的なテストの実施
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4-1. CSVパーパス・CSVの社内浸透方法

 共感を促進し、ココロに訴える

– KIRIN Nowで、国内従業員2万人に向け、
CSVを実践する従業員の内面に焦点あてた
記事や事例を年6回共有

 しくみに組み込み、アクションに変える

– 取締役会議・経営戦略会議の下に、
2会議体を置き、CSVパーパスを
経営の意思決定に編み込み

– コミットメントで取組成果を、
エンゲージメント調査で意識変化を
測定し評価に組み込み

 共通言語化し、カラダで覚える

– 一人一人が、日々、CSVチャートで
自分の仕事の意義を腑に落とし、
年1回、CSVアワード（応募数816件）で承認

パートナーにとっての
価値

自社の
経済的価値

解決される
社会課題

お客様にとっての
価値
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5-1. 私たちが目指すところ

 未来・次世代の為に、お客様と協働し、その声を活かし、共に価値を創り続けます

確かなものづくりの技術によって、
お客様の期待に応える高い品質を追求し、
「食と健康」を通じて世界の人々の
健康、楽しさ、快適さに貢献する。

コーポレートガバナンスのさらなる
充実、中長期的な企業価値の
向上のために、情報開示の充実、
建設的な双方向の対話を行う。

多様な人材が活き活きと働き
仕事を通じて自己成長を実感し

イノベーションに挑戦する組織風土の
醸成に取り組む。

事業活動を支える地域社会を
大切にし、コミュニティの健全で

持続的な発展に貢献する。

全てのビジネスパートナーと持続可能な社会の
実現に向けた公正な取引を通じて信頼関係を築き

お客様によりよい商品・サービスをお届けする。

バリューチェーンから発生する環境負荷を低減させながら、
地球が賄うことができる能カとのバランスが取れるよう
資源を循環させる。






